
溶岩流流下パターン（高根地区）
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溶岩流の流下パターンを区分した想定火口範囲
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避難対象エリア 第３次 第４次 第５次 第６次



パターンＢ
パターンＡ

パターンＣ
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規模別区分表（高根地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

51 塚　原 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱

52 六日市場 4 3 ㉙㉚㉛ 1 ㉟

53 美乃和 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

54 清　後 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

55 山之尻 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱

56 柴怒田 6 4 ㉙㉚㉛㉜ 2 ㉟㊱

57 上小林 8 4 ㉘㉙㉚㉛ 4 ㉝㉞㉟㊱

58 水土野 7 4 ㉙㉚㉛㉜ 3 ㉞㉟㊱

59 古　沢 5 3 ㉘㉙㉛ 2 ㉝㉞

高 根

L M S

一連 地 区 区

高根地区



高根地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリルマッ
プ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①塚 原 ５ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根中

②六日市場 ４ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根小

③美乃和 ５ Ｍ３５ Ｌ３３ 高根小

④清 後 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 高根小

⑤山之尻 ５ Ｍ３５ Ｍ３５ 高根中

⑥柴怒田 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 市体育館

⑦上小林 ８ Ｌ３０ Ｌ３１ 高根中

⑧水土野 ７ Ｍ３５ Ｌ２９ 市体育館

⑨古 沢 ５ Ｌ２８ Ｌ２９ 高根小

5
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.10.3)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



(3) 溶岩流ドリルマップ－高根・御殿場・玉穂地区へ流れるケース－

古沢

萩原北

仁杉

菅沼

Ｍ35

Ｍ35

高根

御殿場

玉穂

印野

原里
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古沢

菅沼

萩原北

仁杉

(3) 溶岩流ドリルマップ－高根地区へ流れるケース－

Ｌ28

Ｌ28

高根

御殿場

玉穂

印野

原里
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古沢

萩原北

菅沼

仁杉

（３） 溶岩流ドリルマップ－高根・御殿場・玉穂地区へ流れるケース－

Ｌ29

Ｌ29

高根

御殿場

玉穂

印野

原里
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Ｌ30

古沢

萩原北

菅沼

仁杉

高根

御殿場

玉穂

印野

原里

富士岡

（３） 溶岩流ドリルマップ－高根・御殿場・玉穂地区へ流れるケース－

Ｌ30
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( 3 ) 溶岩流ドリルマップ－全地区へ流れるケース－

古沢

萩原北

菅沼

仁杉

Ｌ31
Ｌ31

高根

御殿場

玉穂

印野

原里

富士岡 10



Ｌ33

印野

板妻

神場東

矢場居

駒門SIC

富士岡駅

Ｌ33

中畑

原里小前

古沢

萩原北
仁杉

高根

御殿場

玉穂

印野

原里

富士岡

【Ｌ３３】溶岩流ドリルマップ－最多も避難者が発生するケース－
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塚原区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５



塚原区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ２９



六日市場区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５



六日市場区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ２９



美乃和区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５



美乃和区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３３



清後区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５



清後区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１



山之尻区 溶岩流ドリルマップ 最速・最大Ｍ３５



山之尻区 溶岩流ドリルマップ 最速・最大Ｍ３５



柴怒田区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５



柴怒田区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１



上小林区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｌ３０



上小林区 溶岩流ドリルマップ 最大３１



水土野区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５



水土野区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ２９



古沢区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｌ２８



古沢区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ２９



避難計画（対象区・避難先）
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流下パターンＡ 第４次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＡ 第５次・第６次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＢ 第４次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＢ 第４次・第５次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＣ 第４次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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流下パターンＣ 第５次・第６次エリア避難対象区及び避難先（一例）
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